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ロシア語における再帰動詞の意義構造について1

　序言
　ロシア語の再帰動詞は・動詞の末尾に一c鼠CL）を付すことによって成る。この形態素

は、歴史的には再帰代名詞対格の前僑辞の形である（場合によっては与格形の前僑辞cuに

来由するものも、少数ながらみとめられる）。

　古代スラヴ語あるいは古代ロシア語においては、現代チェコ語se、現代ポーランド語

sigにみられるように、この形態素は未だ遊離して用いられていた。これが動詞と融合する

に至るのは比較的後代のことに属するが、このような融合には、それに先立つ意義的な融

合の過程が想定されなくてはならない。しかしその融合の仕方あるいは程度が動詞によっ

て必ずしも一様ではないことも、この種の動詞の意義が極めて多岐にわたることから、既

に明らかである。

　他方この形態素が、本来自動詞であるべき原基にも附加されうることは、この形態素の

附加という手続そのものの意味乃至機能にも、一定の変化が生じていることを、推測せし

めるものということができよう。

　この小論は、以上のような考えに立って、いわゆるc且動詞の意味構造を一般的に考察

することを、その趣旨とするものである。

1．再帰の意義

§1　序言において述べたように、形態素cπは本来再帰代名詞の対格形であった。従っ

てc五動詞の最も基本的な意義は、他動詞の表示する行為を構成する副次的な対象が、主

語としてあらわされる主要な対象（若しくは変化の担い手）と同一であることを、示すとこ

ろにあると考えられる。たとえば、

1）　CTa五〇∂eθαmbc訂，ΦpaH耳y3KaMep取【Hep　HoAa源eMy6a瓜MaKH　c　KpacHHMH

　Ka6五yKaMH，roJly6He6apxaTHHe皿TaHH，po30BH逝KaΦTaH、　　　（ny皿K．）
　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ
　「彼は着物を着はじめた。フランス人のボーイは赤いかかとの靴、空色のビロードの

　ズボン、バラ色のカフタンを彼にもって來た。」

2）　Boo6ψα9κα∬cわrepOHHe逝

　CBoHx　Bo3JIK）6JleHHHx　TBop耳oB，

　KπaPHco謎，K）πHe逝，丑eπbΦHHoH，

　TaTb朋a7BTH皿HeπecOB

1『人文』第30集昭和59（1984）年3月　99－113頁。
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0八HacoHacH磁瑚nr面xo双nT。（Hy皿照．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ「自分の好きな作家達の女主人公、クラリスやユリヤやデルフィナに、自分がなった
ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ

ように思いえがいて、タチヤナは森のしじまの中を、危険な書物をたずさえ、ただ

一人歩きまわる。」

3）BpyccKo逝opoφorpa，ΦHHca，M翫MaTy皿KaHe6班πacHJlbH＆。．．H3Ra」1aaTo

　　・HHex・Teπaκ・㈱P・漏ε昭P・θα聯c∬1．．（TypL）

　「ロシア語の正書法には、母親自身強くなかった。．．．．．．そして彼女はこのことを
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　　　　　ヤ
　知っていた。．．．．．．それで彼女は自分の評判を落したくなかった。」

4）qTo6Hco3AaTLT肱HeπHH3H，BpaqyHy闘a6H聡EeToπbKoTexHHKa．加£

　aTOrOH瓠OH“OmO窃CεC皿θU働Cダ’C60πLHHM，π0可yBCTBOBaTberOCOCTOH－

　aHHe．（H3BeCT瑚）

　「そのようなレンズを作るために医者に必要なのは技術だけではない。このためには
　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ

　患者の身になって、彼の病状を感じなければならない。」

　ここで1）のoAeBaTLcHはr自分に着せる」、2）のBoo6pa凪aTLcHはr自分を～であ

ると想像する」、3）のKoMHpoMeTHpo鴎Tbc∬は「自分の評判を落す」であり、また4）

のOTO凪eCTBHTbCHは「自分を同一化する」の意味である。

§2　　上述したような、未だCH本来の意義を保存している場合に対して、再帰動詞が主要

な対象としての主語自身ではなく、その一部分を副次的な変化の担い手としてあらわす場

合が、数において極めて多い。たとえばnOHyPHTbCHニHOHyPHTL　roπOBy「頭を垂れ

る」、旺acyHHTbcH＝HacynHTb6poBb　「眉をしかめる」、凪HMypHTbc∬耳凪HMypHTL

rπa3a「眼を細める」、ycTaBHTbcHニycTaBnTL　rπa3a「見つめる」、HacTopo㎜？Lc∬

＝HaCTopo照mb　y皿K　「耳をそばだてる」等である。

　これは明らかに本来の再帰の意義の弱化である。しかしながらこのような意義の弱化は、

前節のような場合にも、すでに存在していたと考えられる。再帰代名詞の対格形が独立し

て用いられる場合との相違は、まさにこの意義の弱化に求められるべきだと思われるから

である。たとえば、

5）：［locTe11eHHo　oHa　yBepH」la　cε6弥，可To6e双a　Ao」1凪Ha∬poH30量丁セ【c　cHHoM・

　（KΦe耶H）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ
　r彼女は次第に息子に悪いことが起るに違いないと自分に信じさせるようになった。」

6）MHcTep　roMHepc　oqeHL　co凪a∬eeT　o　ToM，vTo　cπyq蹴ocb，Ho　HocTpa－

　AaB皿HM　B　aToM　AeJle　cqHTa，eT　cε6碗H　cBoHx　Apy3eH，　（B．r．Kopo」1e甑o）

　rゴンペルス氏はこの出来事を非常に残念に思っていたが、この事件の被害者なの
　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ
　は、自分と自分の友人達だったと思っている。」
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7）　CoBeTcKH逝CoK）3HpeBpaTHπc∬ッToqHee∬peBpaTH」I　cα鵡α…砺Bo　BTopyK）

　πpoMu皿肛eHHyK）双ep凪aBy　B　MHpe．　（npaBπa）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　「ソヴエト連邦は世界で第二の工業国になった一正確には自分自身を転化した一

　のである。」

　ちなみにこれらの例におけるce6Hは、常に主語に立つ対象の全体を指しており、その

一部をあらわすことはない。部分をあらわすものが、本来の再帰の意義の弱化であること

は、このことによっても裏付けられよう。

　ヤンコ・トリニツカヤは、3acTpe五HTbcHと3acTpeπ珊L　ce6Hの相違に関するペシコ

フスキーの所説を引用している2。これによれぱ前者は心理的過程をも含む意図的な自殺

行為であるが、後者の場合は多分に偶発的な事実の表現であるという。

　このようなニュアンスの相違が生じたとすれぱ、それは後者が自由な語結合であって、

偶々主語のあらわす対象と副次的な変化の担い手が同一であったにすぎない、という事情

によるものであろう。

§3　再帰の意義には、前節で述べたように主要な対象の特定の構成部分を示す場合だけ

でなく、若干の構成部分を指示することが可能な場合がある。たとえば、HOTy耳HT』CH

ニHoTy∬HTb　roπoBy，B30P，rJla3a，o蔓H，xMypHTbc∬＝xMypHTbc∬6poBH，π06，

qeπoなどがこれである。

　これは再帰の意義が前節の場合に較べて更に弱化したものであると考えられる。即ち本

来の再帰の意義が弱化することによって、対象の範囲が若干曖昧なものとなり、広がった

と考えられるのである。

§4　　この傾向が更に著るしくなれば、これはやがて身体の構成部分に留らず、所有

その他、自己の勢力圏を構成する事物をあらわすまでに、その領域を拡大するに至る

と考えられる。たとえばCTHpaTbC且＝CTHpaTL6e価e，o八e凪Ay　「自分の下着、着

物を洗濯する」、cMoTaTbcHニcMoTaTL　cBoH　yAo服H　「自分の釣糸を釣竿に巻き

つける」、3aTEHyTLcHニ3aTKHyTb　cBon　MoTKy　「自分ののどをふさぐ二黙る」、

yKπaAHBaTbcπニyKπaπHBaTbcBoHBe皿H，oAe凪μy，KHHrHr自分のもの・着物・本

を荷造りする」、∬poMoTaTbc∬冨upoMoTaTL　cBoH八eHLm，HacπeAcTBo　「自分の財

産を蕩尽する」などがこれに属する。

　これらの例でcBo謎をつけたものの多くはむしろ利害の与格dativus　commodiのce6e

によって代替する方が、より自然である。たとえばcTpoHTLcH＝cTpoHTL　ce6e　AoM

r自分のために家を建てる」のような場合である。

　これは上掲の諸例にみられる意義の自然な拡張であると思われるが、ここまで来れば

2H．A。HHKo－Tp照叫KaHラβ03θp㈱隅ε孤α30側θcoθpe粥朋o漏p写ccκo漏π3ゐ㈱，M．1962。
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一cπの意義は、原義としての対格の意義のみならず、与格に当る意義をも表示することに

なると考えるべきであろう。

§5　以上述べたことを従来の方式に従って記号によって表わすと、次のようになるであ

ろう3。

　まずCHが独立している場合には、原基たる動詞は他動詞として機能しており、主要な

対象と副次的な対象の同一性は、統辞論的に表示されているにすぎない。すなわち

　　FI　V（tr．）：［dST，dSγ，K］

　これに対してcπが融合した場合には、その初原的な意義は次のようなものであったと

考えられる。

　　F2　RfoV（tL）＝V（re£）：［dST，dSg，（Ψ→a，）・K】

　ここでRfはcπを附加する操作をあらわし、（g→偲）は“を劣に置換することを

あらわす。すなわちこの段階においてはF1の意義に、（亨→z）という条件が新たに附

加的条件の集合Kの中に組み込まれる形でつけ加えられる、と考えるのである。§1に

挙げた諸例は何れもこの段階のものである。従ってこれらの再帰動詞は、原基たる他動

詞との対比において使用されることになる。ヤンコ・トリニツカヤのいうr対比的動詞」

CO∬OCTaBHMHe　Maro∬Hである。

§6　§2，§3に挙げた身体の一部を表示するものは、次のような構造をもっと考えるこ

とができる。

　　F3　V（re£）；145詔，4S忽．，（轡≦の）・κ1

　ここで（穿≦ar）は、穿がのの一部もしくは全体に等しいことを示す。換言すれば

（Sg⊆5詔）である。明らかなようにこの表示の構造はF2に較べてより広義であって、F2

を包含するものとなっている（等号を付したのはF2を含めるためである）。

　更に§4で述べたような、自己の勢力範囲を構成する対象を示す場合は、次のような意

義構造を持つと考えられる。

　　F4　V（ref）：［dlSの，4S亨，（創∈P（z）・κ）1

　ここでD（の）は、のの勢力圏に属する事物の集合をあらわす。これがF3を包含するも

のであることは明らかであろう。

　31．Yamaguchi，Remarks　on　the　Meaning　of　Russian　Verbs，Japanese　Slavfc鳥nd　EasむEuropean

Sむudle5，Vol．1，1980・
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II・相互動詞の意義

§7　　再帰の意義に最も近いのは、相互動詞reciprocaliaの意義である。たとえぱBcTpe－

TmLcπ＝BcTpeTHTb双pyr八pyra　r互いに遭遇する」、6paHHTLcHニ6paHHTL　Apyr

Apyra「ののしり合う」、06EHMaTLcHニ06HM瓢aTL八pyr八pyra「互いに抱合う」、

玖eπoBaTLcH二皿e汀oBaTb八pyrπpyra「口づけし合う」等がこれである。

　これらの場合は主語が複数であり、副次的対象もまた、主語によってあらわされる複数

の対象そのものである。これが狭義の再帰の意義と異るところは、原基動詞によって形式

化される「行為」が、主語のあらわす集合の任意の元と、これと同一の集合に属する他の

任意の元との間に交錯してあらわれる点に存する。この意味において相互動詞の意義は、

再帰の意義の自然な拡張であると認めて良い。

　これを形式化すれぱ次のようになろう。

F5　V（recip・）：［dSの，dS写，（偲≠〃）・（z，穿∈A）・K］

　　（〈V（ref）：［4Sm，dS霧，（9→の）・（忽，〃∈・4）・司）

　すなわち再帰動詞の持つ（ッ→灘）という条件が、（偲多穿∈A）という条件の存在の下で

（¢⇒紗）のように双方向性をもつようになり、相互動詞の意義が成立するとみられるので

ある。

§8　F5の（の，ッ∈・4）という一般的条件の特殊なものとして・4＝勧，g｝、すなわち集

合がrのと“の二つの元のみから成っている場合がある。この場合且はの＋穿のようにあ

らわされるが、多くの場合この為に前置詞cが用いられる。理論的には接続詞H も可能

なはずであるが、何故かそのような用例は稀である。

　たとえば、

8）KaK氷e　xoTe皿L　TH　co漏％o官6HTbc∬？pa36e　Ha　KyπaKH？　（ror。）　0（兜朋

　　　　　　　　ヤ　　ヤ　「お前はどうして私と戦おうというんだ、こぶしでかい？」

9）B双y皿eero60po鉦Hcb泓e五a醍He3a6HTbTe∬epLoHec礒a，cTHoM6paTe勉

　co3EaHHeToro，qTo，aTo6yAeT云ypHo。（・π．ToπcT，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　「今彼の心の中では不幸な弟のことを忘れたいという願望と、それがよくないことだ

　という意識とが戦っていた。」

　更に¢，“がそれぞれ且の部分集合。41，。42に属しているような場合がある。¢∈。41，

叙∈、42，！11∪、42ニ／1のような場合である。たとえば、、

10）ABcTpH逝cK翼e　Bo逝cKa　B∬po皿」loM　ro双y6H万H　Ha　MaHeBpax　HMeEHo　Ha

　　Texno朋x，HaKoTopHxTenepb∬pe双cTo飢ocpa3HTbc∬cΦpa瓢y30M・
　　（JLTo．πCT，）0σPπ∬
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　　　　　　　　　　　　　　　　ヤrオーストリアの軍隊は、今フランス軍と戦おうとしているまさにこの戦場で作戦演

習した。」

III．中動の意義

§9　再帰の意義の弱化のもう一つの方向として、条件（ッ→の）における方向性の喪失

を考えることができる。即ち形態素c∬が基幹動詞と融合することによって、これが本来

有していた対格という意識が漸次消失し、c∬が単に主語との同一性を示す指標にすぎな

いと感じられるに至る場合である。

　このような場合には、派生原基となる他動詞によってあらわされる「行為」は、主語に

よって指示される対象それ自身を、状態の変化の唯一の担い手とするものに転化せざるを

得ない。即ち中動である。たとえばBo3BpaT盟Tb　r返す」に対するBo3BpaT班Tbcπr帰

る」、OTKPHTb　r開ける」に対するOTKPb正TLC∬r開く」のようなのが、その典型的なも

のである。

　従って中動の意義をもつ動詞は、一般に次のような意義構造をもつということができ

よう。

F6　V（med。）：［dSの，4S馴，（の＝紗）・Kl

　この場合（z＝g）であることによって4S¢とd亀は統合され、容易にd砿に転化す

ると予想される。すなわち「自動詞化」である。

F7　V（itr．）：［dS益，κ1

§10　派生原基となる他動詞のあらわす行為の認定に要する対象偲及び野が同一のもの

とされ、しかも置換の方向性が喪われるということの結果として、中動のCH動詞のあ

らわす行為は、派生原基たる他動詞のあらわす行為を、主語によって示される対象の内

部に「閉ぢこめる」ことになる。これは一方では行為の「心理化」をもたらすと同時に、

他方では行為の「内発性」若しくは「自然発生的性格」を強めることになり易いと思わ

れる。paAoBaTb　r喜ばせる」一paAoBaTbcH　r喜ぶ」・BeceπHTL　r陽気にさせる」一

BeceπHTLCH「陽気になる」、y双HBHTL「びっくりさせる」一y双mHTLCH「びっくりする」

のような、心理的でかつ不随意な意義をもつ動詞にCH動詞が多いのはこのためであると

思われる。この中には60HTbCπrおそれる」、rop耶TbC∬「誇りにするj、K㌍TbCH　r後

悔する」のように、c凝のない形の用いられない、いわゆるre且exiva　tantumも含まれて

いる。

§11　以上のような「内発性」及び「自然発生的性格」によって、この種のcπ動詞が主
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語に立つ対象の一般的・常習的行為乃至は性癖、若しくは性質をあらわすことも、容易に

理解することができる。

　常習的行為乃至性癖をあらわすものとしては、たとえばKycaTbに対するKycaTLCH

r咬癖がある」（cf　Co6aKa　EycaeTc∬。rこの犬は咬癖がある」）、60AaTb　r角で突く」

に対する60AaTbc丑「角で突く癖がある」（cf　KopoBa60AaeTcH．「この牛は角で突く癖

がある」）のようなものがある。

　性質をあらわすのは、たとえば凪eTb　r焼く、強く刺激する」に対する凪eTL伽r強く刺

激する性質がある∫（砿Kpa皿KBa瓢eTCH．「イラクサはかぶれる」）、rEyTb「曲げる」

に対するmyTLc∬「曲る性質がある」（cf　CTeKπo　He　myTcH．rガラスは曲らない」）の

ようなものである。

IV．被動の意義

§12　形態素のc涯はその原義が再帰代名詞の対格であるから、論理的には被動の意義を

ここから直接的には導き出すことができない。しかし被動の意義が再帰の場合と同じくCH

の附加という手続きによって形成されるとするならば、被動の意義を生ぜしめる何等かの

意義的連続性の存在を想定しなくてはならない。

　私見によれば被動の意義に最も近いのは、F6の中動の意義であるように思われる。即

ち中動の場合、条件（のニむ）の存在によって主語によってあらわされる対象は原基たる動

詞の「行為」の変化の主要な担い手であると同時に副次的な担い手でもある。しかるに状

態の副次的な担い手は、類似した一群の「行為」の中から当該の「行為」を特定する働き

を持つから、もし主語のあらわす対象のこの面のみが意識され、状態の変化の担い手であ

ることが欠落するとすれば、被動の意義が成立すると考えられる。

　すなわち

F6　V（med。）：［45詔，d3写，（の＝g）・瑚

から

［dS詔，dS写，κ】

を経て

F8　V（pass・）：［4S多，K］

が成立すると考えるのである。

　印欧語においてr中動」とr被動』の意義がしばしば同一の形式によってあらわされ、

また「被動」の意義が中動の意義よりも相対的に新しいとみられることも、上述の推論の

傍証となりうるかも知れない。
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　もしこの考えが正しいとすれば、被動相はいわば2項述語たる他動詞ののと即とを変

換したものではなく、1項述語だということになろう。

V．前綴動詞＋cπ

§13　ある種の前綴動詞は、自動詞であるにもかかわらずCHを伴う。たとえばpa36e総一

TLC兄r散り散りに逃げる」、CXOAHTbCH　r集まる」のようなものがこれである。これは自動

詞の行為の成立に必要な変化の担い手が複数個必要とされ、これらの変化の担い手の相互

関係が問題とされる場合であるといえる。派生原基たる自動詞の意義をV（itr．）1［dS¢，K］

とし、前綴附加の手続きをPrefo、この手続きによって組み込まれる意義をψとすれば、

上述のr離散」をあらわすpa3一、r集中」をあらわすc一は少くとも2項関係でなければ

ならないから、この種の動詞の意義は、次の形になるであろう4。

　　F9　PrefoRfoV（itr．）：［dS偲，＠（の，紗）・（のラ穿∈・4）・（の≠ツ）・Kl

　したがってこれは相互動詞の一種と見倣すことができる。

　以上の外、往復の意義を示す前綴c一及びHepe一をとるものも、やはりこれに属する動

詞である。たとえばcHucaTbcH　r文通をする」、c泓HTLcH　r共に暮しなれる」、cHeBaTLcH

r合唱のけいこををする」、cpa60TaTbcH　r協力して働く」など、あるいはHepeHHcaTbcH

「文通する」、∬eperoBopHTbcH「交渉する、話し合う」、nepe∬πeTaTbcH「絡み合う」な

どである。これらの動詞も§8で述べたようにしばしば前置詞cを伴う。

　たとえば、

11）OHH　HeperoBopHBaJIHcb　upe3yπH耳y　c　apecToBaHHHMH，（KaTaeB）

　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　r彼等は通りをへだてて逮捕者達と話し合いをした。」

12）Blopo∬pe八πara，eT　cBH3aTbc∬κo踊oo漏o鋤賜α漏賜Kpy∬且oro3aBoAa，B3HTb

　　meΦcTBoHaπHHMH．（TpHΦoH，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　rビューローは大工場のコムソモール員と結びつき、彼等を指導することを提案

　　した。」

§14　相互的行為をあらわす場合の一つの変形であると従来考えられているものに、

相互的な行為の一方だけをあらわすものがある。たとえばKP四aTL　r叫ぶ」に対する

oT瑚HKaTbcH「叫び声に応ずる」、3BaTb「呼ぶ」に対するoTo3BaTbcH　「応答する」、

HHcaTb「手紙を書く」に対するOTHHcaTLC∬「書面で返事をする」のようなものである。

前綴O㍗はこの場合∬から彩へという行為の方向を逆転させるのをその意義としている

とみられるから、今原基の自動詞の意義をv（iもL）＝ld5詔，x1とすれば、この種の動詞の意

義は次のようなものになるのではないかと思われる。

4拙稿r動詞前綴の意義の組込みについて」『言語研究遅第81号（1982）参照。
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F10Pref・Rf・V（itL）：［dS¢，ψ（コP，9）・（T≠穿）・KlニldS馴，ψ（詔，ッ）㌧κ1

　ここでz項、すなわちこの行為に先立った行為の主体は、明示的には示されていないこ

とになる。

§15　動詞によっては同一の前綴を伴いながらc∬をとるものととらないものが並存して

いる場合がある。このような場合、両者の意義を比較すれば、CHを有する動詞の場合に

は、派生原基たる動詞によって表わされる行為の結果が、主語によって示される対象自身

に何等かの影響を及ぼしていることを含意していると言える。この意味で派生原基は一種

の他動詞として働いているとみてもよいであろう。たとえば3a6eraTL　rあちこち走りま

わりはじめる」一3乱6eraTbCH「走りまわって疲れる」、3aHrpaTL「遊びはじめる」一

3aHrpaTLc∬「遊び疲れる」、3翫cMoTpeTぢrのぞく、窺う」一3acMoTpeTLc∬「見とれ

る、見て我を忘れる」、oT6emTL　r走りやめる」一〇T6eraTbcH　rそれ以上走れなくなっ

て走りやめる」、OTπe凪aTL　rある期間横になる、床擦れを作る」一〇丁五e凪aTLC∬rある

期間横になって気力を回復する」、oTBoeBaTb　r戦いをやめる」一〇TBoeBaTLcH　r戦いを

やめて自由になる」、npOCHHaTL　rある期間眠る」一upOCb皿aTLC∬r眠って目覚める」、

Hpo∬πaKaTb「ある期間泣く」一HPOHmKaTbCH「泣いて気が落ちつく」、ynPblraTL　r跳

ねながら遠ざかる」一yHPHraTLC狂「跳ねて疲れる」、y五e凪aTL「ある時間我慢して寝て

いる」一yπe凪aTLCH　r横になるのに馴れる」などである。

　以上の比較からc∬を伴わない前綴動詞の意義構造を、PrefoV（itL）：［dSの，ψ（の）・κ］と

したとき、CHを伴う場合を次のように考えたい。

Fll　RfoPrefoV（itr．）：［dS¢，dSッ，ψ（z，野）・（の＝ッ）・瑚

　このように考えれば、この種の動詞の意義は中動の意義の特殊な場合と見倣すことがで

きる。

§16　前節の結果を用いれば、行為を満足するまで遂行することを表わすHa一～一CH、行

為に慣れることをあらわす06一～一CH、順応をあらわすnoπ一～一c∬、行為の過度の遂

行をあらわす∬epe一～一CHのような造語形式も、よく説明することができる。たとえ

ばHaecTLc∬「飽食する」、HaHHTLH「十分に飲む」、06肥TaTbcπ「飛ぶことに慣れる」、

06πe泓aTLc∬r寝慣れる」、∬oπcπy照nTbcH　rおもねる」、HoAπecT皿TLcH　rおもねる、取

入る」、nepeCTapaTLC∬「努力しすぎる」などである。

　いわゆるintensityをあらわすとされる前綴c雇動詞も、行為が主要な状態の変化の担

い手に影響を与えるという意味で、ここに属せしめることができるのではないだろうか。

たとえばB3axaTLC∬　「ひどく溜息をっきはじめる」、BCπmKaTbCH　「泣いて訴える」、

HpHcπymaTbc旺「じっと聞き入る」、pacKpHqaTbc舐「怒鳴りつける」、pa36ymeBaTLcH
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「大いに荒れ狂いだす」などである。BC五y皿aTLCH　「じっと聞き入る」、BAyMaTLCH　「考

え込む」のようなものも、これに属するであろう。

　これに対してたとえば06cqHTaTbC∬　r計算をする、計算をごまかす」、OH班caTLCH

r描写するj、06MepHTbcH　「測量する」等に侃が附加されて、06cqHTaTLcH　r計算間

違いをする」、o皿caTbH「書きあやまる」、06MepnTHqcH「測定を誤る」のようになる

のは、どうしてであろうか。これらの場合にも、主語によって指示される対象の状態に影

響が及ぶと考えてよいのであろうか。この点については残念乍ら未だ確たることは言うこ

と力弐できない。

　以上が現段階におけるCH動詞の意義構造についての私見である。

PE3K）ME

O　JIEKCHKO－CEMAHTUqECKHX　CTPyKTyPAX
　　PyCCKHX　BO3BPATHbIX　rJIAPOJIOB

　　Bo3Bpa，THble　r」1aro」IH　Ha　c∬φyH珊KoHa，恥且o　IloAPa3Ae五HK）cH　Ha　HecKo五bKo

pa3pHAoB：Ha瓢aro服co6cTBeHHoBo3BpaTHHe，B3aHMHHe，cpeAHLleHcTpa八a－

TeJlbHbIe　rJla，rOJlbl．

　　HMeHBB叩yTo，qToaTHpa3rp瓢NMaroπoBcocTaB朋B㎎HyTeM∬pHKpe－

HπeH雌KKo∬He6HMMaroπaMφopMaHTac∬，BocxoA瓢eroKBHHHTeπLHoMy

HaAe凪yBo3BpaTHoroMecToKMeHHH，aBTopnHTaeTcHπor四ec陥060cHoBaTb，
Ka乱HM　o6pa30M　cTaJlo　Bo3Mo承1｛HM∂To炭HpoKe双ype　Bh【BecTn　Bce∂TH　cHe耳nφKて｛一

ecKHeKaTeropHHBoきBpaTHHxMaroπoB。

　　Bpe3y」lbTaTeHccπeAoBaHHHoK翫3aπocL，て｛ToHocTeHeHEopac皿玖pHJlocb

HepBoHa蔓aJILHoe3Ha買eHHe　BHEHTeJmqHoro　na八e凪a　Bo3BpaTHoro　MecTo翼MeHP田

aToroΦopMaHTa，co3AaBaHBMecTecTeMocHoBaH照耶朋p皿MeHeHHHaTo量Hpo一

政e肝pbl　K　HpoH3BeAeHHK）ApyrHx　pa3p∬AoB　Bo3BpaTEHx　rπarJloB．


